
H万 葉歌の発想 と技法130

万
葉
集

「朝
奈
藝
ホ
来
依
白
浪
」
歌
と

「阿
佐
奈
伎
ホ
伎
也
留
之
良
奈
弥
」
刻
書

村

、
瀬

憲

夫

は

じ

め

に

万
葉
集
巻
七

「讐
喩
歌
」
部

の

「寄
海
」
の
項
に
、
次

の
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

あ
さ

な

ぎ

に

き

よ
る
し
ら
な
み

み
ま
く
ほ
り

わ
れ
は
す
れ
ど
も

か
ぜ

こ

そ

よ

せ

ね

朝
奈
藝
ホ

来
依
白
浪

欲

見

吾

錐
為

風
許
増
不
令
依

(⑦

一
三
九

一
)

〔朝
な
ぎ
に
来
寄
る
白
波
見
ま
く
ほ
り
吾
は
す
れ
ど
も
風
こ
そ
寄
せ
ね
〕

こ
の
万
葉
歌
と
共
通
す
る
歌
句
を
も

つ
刻
書
が
、竃
石
神
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
。
『
飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
〔二
十
二
〕

(奈
良
文
化
財
研
究
所
編
、
二
〇
〇
八
年

二

月
)

の

「訂
正
釈
文
」
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

ゑ

留
之
良
奈
弥
麻
久

(刻
書
)

阿
佐
奈
伎
ホ
伎
也い

し
が
み

市
大
樹

「奈
良

・
石
神
遺
跡
」
(『木
簡
研
究
』
第
二
七
号
、
二
〇
〇
五
年

二

月
)
に
よ
れ
ば
、
こ
の
木
製
品
刻
書
は
、
石
神
遺
跡

の
B
期

(七
世
紀
後
半
。
二
小
期
に
区
分
、
こ
の
刻
書
は
B
2
期
)
の
遺
構
群
か
ら
出
土
し
、

「羽
子
板
状

の
木
製
品
に
二
行
七
文
字
ず

つ
整
然
と
文
字
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を
刻
む
。
和
歌
の
可
能
性
も
あ
る
」
と
い
う
。

こ
の
万
葉
歌
と
こ
の
刻
書
と
は
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
か
、
そ
し
て
こ
の
両
者

の
関
係
を
通
し
て
、

の
生
成
、
あ
る
い
は
歌
の
伝
諦
の
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
と
す
る
の
が
本
稿

の
目
的
で
あ
る
。

刻
書

に
つ
い
て

万
葉
集
に
広
く
見
ら
れ
る
類
歌

ま
ず

こ
の
刻
書
に

つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
諸
々
の
指
摘
を
通
覧
す
る
。

○

こ
の
刻
書
木
簡
も
、
左
行
か
ら
読
め
ば

「あ
さ
な
ぎ
に
き
や
/
る
し
ら
な
に
ま
く
」
と
な
り
、

「朝
な
ぎ

に
来
寄
る
白
波
見
ま
く

欲
り
吾
は
す
れ
ど
も
風
こ
そ
寄
せ
ね
」

(『
万
葉
集
』
巻
七
1

=
二
九

一
)
の
上

の
句
の
途
中
ま
で
と
見
て
よ
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
(中
略
)

わ
ず
か
十
四
字
と
は
い
え
、
万
葉
仮
名
を
七
言
詩
の
よ
う
に
七
字
ず

つ
二
行
に
刻
し
た
こ
の
木
簡
の
出
現

に
よ
り
、
七
世
紀
後
半
、

す

で
に

『
万
葉
集
』
巻
七
1

=
二
九

一
の
歌
が
人
口
に
膳
表
さ
れ
、
習
書
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

(森
岡
隆

「万
葉
歌
を
記
し
た
七
世
紀
後
半
の
木
簡
の
出
現
」
『
書
の
美
』
第
七
三
号
、
二
〇
〇
八
年
四
月
)

○

密
か
に
相
手
に
届
け
ら
れ
個
人
的
に
秘
蔵
さ
れ
た
、
呪
術
的
な
も
の
だ

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

(中
略
)
刻
ん
だ
人
に
と

っ
て
、

そ
の
歌
は
、
墨
に
よ
る
落
書
や
習
書
と
は
異
な
る
、
き
わ
め
て
大
切
な
歌
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

(中
略
)
通
常

の
文
字

の
読
み
書

き
に
反
し
て
左
行
か
ら
右
行

へ
と
刻
ん
だ
の
は
、
他
人
に
読
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
は
な
か

っ
た
か
。
そ
れ
は
、
海

の
叙
景

歌
を
装

っ
た
、
恋

の
讐
喩
歌

(そ
れ
も
半
分
で
完
結
さ
せ
た
)
に
ふ
さ
わ
し
い
秘
め
事
で
あ

っ
た
ろ
う
。
半
分
だ
け
で
完
結
さ
せ
た
の

は
、
こ
れ
を
届
け
る
相
手
に
は
そ
れ
で
通
じ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

(渡
瀬
昌
忠

「新

・
万
葉

一
枝
」
二
七
、
『
水
甕
』
第
九
六
巻
三
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
)
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○

「与
/
留

(よ
る
)
」
の
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
が

「也
/
留

(や
る
)」
と
な

っ
て
い
る
問
題
は
未
解
決
で
あ
る
。

「何
ら
か
の
方
言
」

と

の
無
責
任
な
発
言
は
学
問
と
し
て
許
さ
れ
る
態
度
で
は
な
い
。
二
〇
〇
八
年

一
二
月
七
目
の
木
簡
学
会
研
究
集
会
で
筆
者
は
授
受

の
表
現
に
同
じ
動
詞
を
用

い
る
言
語
体
系
に
言
及
し
た
が
、
そ
れ
も
単
な
る
思
弁
に
過
ぎ
な

い
。
そ
の
他
に
も
、
こ
れ
を
刻
ん
だ
人

は
歌
句
と
意
識
せ
ず

「也
」
で
文
末
と
し
た
か
な
ど
と
、
想
像
な
ら

い
く
ら
で
も
で
き
る
が
、
今
は
後
考
を
待

つ
。
(中
略
)

こ
の
資
料
の
出
現
を
も

つ
て
、
万
葉
集

の
恋
の
歌
が
七
世
紀
後
半
か
ら
歌
い
継
が
れ
て
い
た
と
理
解
す
る

の
は
単
純
す
ぎ
る
。
新

聞
報
道

の
記
事
に
そ
の
よ
う
な
趣
旨
の
も
の
が
あ

っ
た
が
筆
者
は
賛
成
し
な
い
。
お
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
語
句
か
ら
な
る
日
本
語
韻

文
が
七
世
紀
後
半
に
は
成
立
し
て
い
た
と
確
認
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
。

こ
の
刻
書

の
機
能
は
何
だ

っ
た
の
か
。
右
記
研
究
集
会

(二
〇
〇
八
年

一
二
月
七
日
の
木
簡
学
会
研
究
集
会
-
村
瀬
注
)
の
席
上
、
筆

者
を
含
む
二
、
三
の
参
加
者

の
間

で
、
ま
じ
な

い
と
し
て
刻
ま
れ
た
も
の
か
と
話
し
合

っ
た
。
刻
書
は
筆
で
書
く
よ
り
手
間
が
か
か

る
。
ま
た
、
線
刻
は
墨
書
よ
り
秘
密
性
が
あ
る
。

(中
略
)
歌
句
が
船
旅
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

人
知
れ
ず
航
海

の
無
事

を
祈

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
今
の
と
こ
ろ
は
解
釈
し
て
お
き
た
い
。

(犬
飼
隆

「木
簡
に
歌
を
書
く
こ
と
」
『木
簡
研
究
』
第
三

一
号
、
二
〇
〇
九
年

一
一
月
)

○

こ
の
よ
う
に
、
木
簡
や
土
器
、
建
築
部
材
等

の
遺
例
に
は
通
則
で
な

い
行
立
て
や
誤
記
が
多
い
が
、
そ
れ
が
当
時
の

一
般
層
の
多

様
な
表
記

の
実
態
で
あ
る
。
(中
略
)

と
は
い
え

「き
や
る
」
は

『
万
葉
集
』

の

「来
寄
る
」
と

一
致
し
な
い
。

(中
略
)
刻
者
が
歌
を
誤
聞
し
た
ま
ま
諸
ん
じ
て
い
た

の
か
、
刻
者

の
詑
り
の
反
映
な
の
か
、
多
方
面
か
ら
検
討
を
要
し
よ
う
。
(中
略
)

石
神
遺
跡
木
簡
の
出
現
に
よ
り
、
七
世
紀
後
半
、
後
に

『
万
葉
集
』
に
収
録
さ
れ
る
歌
が
人

口
に
膳
表
し
、
記
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
(森
岡
隆

「安
積
山
の
歌
を
含
む
万
葉
歌
木
簡
三
点
と
難
波
津
の
歌
」
『
木
簡
研
究
』
第
三

一
号
、
二
〇
〇
九
年

=

月
)
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○

将
棋
の
駒
に
も
似
た
形

の
木
簡
は
珍
し
い
上
に
、
日
本
語
韻
文
の
文
字
列
が
左
か
ら
訓
む
よ
う
に
線
刻
さ

れ
て
お
り
、
さ
ら
に
線

刻
さ
れ
て
か
ら
整
形
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
形
に
整
形
さ
れ
た
木
に
歌
が
線
刻
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

最
初
か
ら
線
刻

で
歌
の
途
中
ま
で
を
記
す
目
的
を
持

っ
て
作
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
習
書
と
い

っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ

が
、
線
刻
に
よ
る
習
書
と
い
う
の
は
あ
ま
り
想
定
し
や
す
く
な

い
。

こ
こ
か
ら
は
想
像
で
し
か
な
い
が
、
同
様
の
木
簡
に
歌

の
下
半

分
が
記
さ
れ
、

一
種
の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
る
と
、
将
棋

の
駒
に
似
た
こ
の

形
に
も
理
解
が
届
く
よ
う
な
気
が
す
る
。

竃

(村
田
右
富
実

「日
本
語
韻
文
書
記
に
つ
い
て
の
モ
デ
ル
論
構
想
」
『文
学

・
語
学
』
第

一
九
六
号
、
二
〇

一
〇
年
三
月
)

以
上

の
よ
う
に
様
々
な
見
解
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
新
た
な
見
解
が
提
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

一
一

万
葉
歌

と
刻

書
と

の
関
わ

り

前
項
に

一
覧
し
た
諸
見
解
に
お
い
て
森
岡
隆
論
文

(二
〇
〇
九
年
)
は
、
「七
世
紀
後
半
、
後
に

『
万
葉
集
』
に
収
録
さ
れ
る
歌
が
人
口

に
膳
爽
し
、
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
」
と
当
該
万
葉
歌
と
当
該
刻
書
と
の
つ
な
が
り
を
ほ
ぼ
容

認
し
て
い
る
が
、
犬
飼

隆
論
文

(二
〇
〇
九
年
)
は
、

「こ
の
資
料
の
出
現
を
も

つ
て
、
万
葉
集

の
恋
の
歌
が
七
世
紀
後
半
か
ら
歌
い
継
が

れ
て
い
た
と
理
解
す
る

の
は
単
純
す
ぎ
る
」
と
慎
重
で
あ
る
。
本
節

で
は
、
当
該
万
葉
歌
と
当
該
刻
書
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

た
だ
そ
の
前

に
刻
書

の

「也
」
字
を
ど
の
よ
う
に
訓
む
の
か
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
鈴
木
喬
氏

の
発
表

「仮
名
書
歌
巻

の
表
現
-

巻
十
五
と
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
異
例
1
」
(「萬
葉
集
の
編
纂
と
成
立
を
考
え
る
会
」
六
月
例
会

於

　
中
京
大
学
、
二
〇

一
〇
年
六
月

=
二
日
)
は
、

次

の
よ
う
な
例

(鈴
木
氏
の
挙
げ
た
他
の
用
例
は
、
こ
こ
で
は
省
く
)
を
あ
げ
て
、
「也

(や
)」
と

「与

(よ
)
」
と
が
相
通
す
る
可
能
性
の
あ

る
こ
と
を
指
摘

し
た
。
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也
曽
布
責

〔御
野
國
加
毛
郡
半
布
里
太
寳
武
年
戸
籍
〕
(大
宝
二
年
)

(『大
日
本
古
文
書
』
巻
之

一
、
七
八
頁
)

与
曽
布
費

〔出
雲
國
大
税
帳
賑
給
歴
名
帳
〕
(天
平
十

一
年
)

(『
大
日
本
古
文
書
』
巻
之
二
、
二
〇
二
頁
)

た
だ
し
鈴
木
氏
は
、
当
該
刻
書
と
は
位
相
を
異
に
す
る
で
あ
ろ
う
、
こ
れ
ら

の
用
例
で
も

っ
て
、
当
該
刻
書
の
訓
を

「き
よ
る
」
と
断

定

し
て
は
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
鈴
木
氏
の
学
問
的
慎
重
さ
に
敬
意
を
表
す
も

の
で
あ
る
が
、
氏
の
指
摘
に
よ

っ
て
、

「伎
也
留
」
は

「き
よ
る
」
と
訓
む
こ
と
の
出
来
る
可
能
性
が
格
段
に
増
し
た
と
判
断
し
て
先
に
進
む
こ
と
と
す
る
。

さ
て
当
該
万
葉
歌
と
当
該
刻
書
と
は
ど

の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
ま

っ
た
く
無
関
孫

な

の
で
あ
ろ
う
か
。
注

目
す

べ
き
は
、
「朝
な
ぎ
に
来
寄
る
白
波
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
こ
の
表
現
は
や
や
特
殊
な
表
現
と
言
え
る
。
朝
な
ぎ
と

い
う
、
風
の

凪

い
だ
波
の
立
ち
に
く
い
海
面
に
、
白
波
が
立

つ
と
い
う

の
で
あ
る
か
ら
、
特
殊
な
表
現
の
部
類
に
属
す
る
。
『
増
訂
萬
葉
集
全
註
釈
』

が

「讐
喩
の
表
現
の
し

つ
く
り
し
な
い
所
の
あ
る
の
は
、
や
は
り
朝
ナ
ギ
云
々
と
風

コ
ソ
寄
セ
ネ
と
が
う
ち
合
わ
な
い
た
め
で
あ
る
」
と

評

し
た

の
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
物
語

っ
て
い
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
特
殊
な
表
現
を
、
両
者

(当
該
万
葉
歌
と
刻
書
)
が
共
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
両
者
が
あ
る
種
の
つ
な
が
り
を
有
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
が
も
し
、
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
普
遍
性
の
あ
る
表
現
で
あ
る
な
ら
ば
、
両
者
が
位
相
を
異

に
す
る
資
料

で
あ
る
だ
け
に
、
両
者
間
に
関
係
が
あ
る
か
な
い
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。

こ
の
種

の
表
現
が
や
や
特
殊
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
ま
ず
長
意
吉
麻
呂

の
次
の
歌
に
よ

っ
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

大
宝
元
年
辛
丑
の
冬
十
月
に
、
太
上
天
皇

・
大
行
天
皇
、
紀
伊
国
に
幸
せ
る
時
の
歌
十
三
首

か
ざ
な
し

風
莫

の
浜
の
白
波

い
た
づ
ら
に
こ
こ
に
寄
せ
来
る
見
る
人
な
し
に

一
云
、
こ
こ
に
寄
せ
来
も

(⑨

一
六
七
三
)

右

の

一
首
、
山
上
臣
憶
良

の
類
聚
歌
林
に
曰
く
、
長
忌
寸
意
吉
麻
呂
、
詔
に
応

へ
て
こ
の
歌
を
作
る
、
と
い
ふ
。

こ
の
歌
は
、
風

の
な
い
、
す
な
わ
ち
風
の
凪
い
だ
浜
に
白
波
が
う
ち
寄
せ
て
来
る
と

い
う
、
言
語
遊
戯
的
な
趣

向
を
持

っ
た
歌
で
あ
る
。
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つ
ま
り
や
や
特
殊
な
表
現
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
意
吉
麻
呂
の
趣
向
が
活
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
同
じ
行
幸
時

の
詠
と
目
さ
れ
る
、
意
吉
麻

呂

の
次
の
歌
に
も
、
同
様
の
趣
向
を
読
み
と
る
こ
と
が
出
来
る
。

か

な

長
忌
寸
意
吉
麻
呂
、
結
び
松
を
見
て
哀
咽
し
ぶ
る
歌
二
首

(う
ち
の
一
首
)

磐
代

の
野
中
に
立

て
る
結
び
松
心
も
解
け
ず
古

へ
思
ほ
ゆ

(②

一
四
四
)

「結
び
」
と

「解
け
ず
」
と
の
対
応
に
意
吉
麻
呂
の
趣
向
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
繰
り
返
せ
ば
、
意
吉
麻
呂

の
言
語
遊
戯
的
趣
向
趣

味

が
、
「風
莫

の
浜
」
歌
に
お
い
て
も
、
風
莫
と
白
波
と
い
う
や
や
特
殊
な
組
み
杏

わ
せ
を
招
来
し
た
と
言
え
よ
う
。

で
は
次
に
万
葉
集
に
朝
な
ぎ
を
詠
み
込
ん
だ
歌
に

つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。
万
葉
集
中
に
、
当
該
歌
を
除
い
て

一
八
例
あ
る
。
簡
単
に

見
て
お
く
。
ま
ず
、
朝
な
ぎ
に
船
を
漕
ぐ
と
い
っ
た
趣
旨
の
歌

々
で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
歌
で
あ
る
。

☆
…
…
天
さ
が
る

鄙
の
国
辺
に

直
向
か
ふ

淡
路
を
過
ぎ

粟
島
を

そ
が
ひ
に
見

つ
つ

朝
な
ぎ
に

水
手
の
声
呼
び

夕
な

ぎ
に

梶

の
音
し

つ
つ

波

の
上
を

い
行
き
さ
ぐ
く
み

岩
の
間
を

い
行
き
も
と
ほ
り
…
…

(④
五
〇
九

丹
比
笠
麻
呂
)

朝

の
風
の
凪
い
だ
、
穏
や
か
な
海
面
は
、
船
を
漕
ぐ
の
に
よ
い
状
況
で
あ
る
。
万
葉
集

の
朝
な
ぎ
歌
に
こ
の
種

の
も
の
が

一
番
多
い
の

は
も

つ
と
も
な

こ
と
で
あ
る
。
同
様
の
例
を
次
に
列
挙
す
る
。

☆
朝
な
ぎ
に

梶
の
音
聞
こ
ゆ
…
…

(⑥
九
三
四

山
部
赤
人
)

☆
朝
な
ぎ
に

ま
梶
漕
ぎ
出
て
…
…

(⑦

二

八
五
)

☆
…
:
・朝
な
ぎ
に

い
か
き
渡
り

夕
潮
に

い
漕
ぎ
渡
り
…
…

(⑧

一
五
二
〇

山
上
憶
良
)

☆
…
…
朝
な
ぎ
に

水
手
の
声
し
つ
つ

夕
な
ぎ
に

梶
の
音
し

つ
つ
…
…

(⑬

二
三
三
三
)

☆
…
:
・朝
な
ぎ
に

舟
出
を
せ
む
と

舟
人
も

水
手
も
声
呼
び
…
…

(⑮

三
ハ
ニ
七
)

☆
…
…
羽
咋

の
海

朝
な
ぎ
し
た
り

舟
梶
も
が
も

(⑰
四
〇
二
五

大
伴
家
持
)
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☆
:
…
・朝
な
ぎ
に

水
手
整

へ

夕
潮
に

梶
引
き
折
り
…
…

(⑳
四
三
三

一

大
伴
家
持
)

☆
…
・.・朝
な
ぎ
に

梶
引
き
源
り

夕
潮
に

樟
さ
し
下
り
…
…

(⑳
四

二
六
〇

大
伴
家
持
)

☆
…
…
朝
な
ぎ
に

舳
向
け
漕
が
む
と

さ
も
ら
ふ
と
…
…

(⑳
四
三
九
八

大
伴
家
持
)

ま
た
朝
な
ぎ
と
干
潟
を
組
み
合
わ
せ
た
歌
も
二
例
あ
る
。
風
の
凪
い
だ
朝
の
干
潟
で
の
玉
藻
刈
り
、
あ
る
い
は
湊

の
渚
鳥
の
漁
り
は
、

無
理

の
な

い
自
然

の
風
景
で
あ
る
。

◇
…
…
朝
な
ぎ
に

玉
藻
刈
り

つ
つ

夕
な
ぎ
に

藻
塩
焼
き

つ
つ
…
…

(⑥
九
三
五

笠
金
村
)

、

◇
…
…
射
水
川

湊

の
渚
鳥

朝
な
ぎ
に

潟
に
あ
さ
り
し

潮
満
て
ば

妻
呼
び
か
は
す
…
…

(⑰

二
九
九
三

大
伴
池
主
)

次
に
朝
な
ぎ
と
潮
な

い
し
は
そ
の
潮
に
の
っ
て
打
ち
寄
せ
る
海
藻
を
組
み
合
わ
せ
た
歌
が
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

△
…
…
朝
な
ぎ
に

満
ち
来
る
潮

の

夕
な
ぎ
に

寄
せ
来
る
波
の

そ
の
潮
の

い
や
ま
す
ま
す
に

そ
の
波

の

い
や

し
く
し
く

に
…
:
・

(⑬
三
二
四
三
)

△
…
…
朝
な
ぎ
に

来
寄
る
深
海
松

夕
な
ぎ

に

来
寄
る
股
海
松

深
海
松

の
…
…

(⑬

二
三
〇

一
)

△
…
…
大
船

の

思
ひ
頼
み
て

出
立
の

清
き
渚
に

朝
な
ぎ
に

来
寄
る
深
海
松

夕
な
ぎ
に

来
寄
る
な
は
の
り
…
…

(⑬
三
三
〇
二
)

こ
の
三
例
に
な
る
と
、
当
該
万
葉
歌

の
表
現
に
大
分
近
づ
い
て
く
る
。
と
り
わ
け
三
二
四
三
番
歌

の
場
合
は

「寄
せ
来
る
波
」
と
、

「波

」
も
歌
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し

「潮
」
は
、
「風
」
と
も

「朝
な
ぎ
」
と
も
、
「夕
な
ぎ
」
と
も
無
関

係
に
、
満
ち
来
た
り
、

引
き
退
く
も
の
で
あ
る
。

「風
」
が
吹
き
、
そ
れ
に
よ

っ
て

「白
波
」
が
立

つ
と
歌
う
、
当
該

万
葉
歌
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
表
現

で
あ

る
。さ

て
、
当
該
歌
に
も

っ
と
も
近
い
表
現
を
持

つ
の
が
次
の
二
例
で
あ
る
。
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★
い
さ
な
と
り

浜
辺
を
清
み

う
ち
な
び
き

生
ふ
る
玉
藻
に

朝
な
ぎ
に

千
重
波
寄
せ

夕
な
ぎ
に

五
百
重
波
寄
す

辺

つ

波

の

い
や
し
く
し
く
に

月
に
異
に

日
に
日
に
見
と
も

今

の
み
に

飽
き
足
ら
め
や
も

白
波
の

い
咲
き
巡
れ
る

住
吉

の
浜

(⑥
九
三

一

車
持
千
年
)

★
…
…
皇
神
の

裾
回
の
山
の

渋
難
の

崎
の
荒
磯
に

朝
な
ぎ
に

寄
す
る
白
波

夕
な
ぎ
に

満
ち
来

る
潮
の

い
や
増
し
に

絶
ゆ
る
こ
と
な
く

古
ゆ

今

の
現
に

か
く
し
こ
そ

見
る
人
ご
と
に

か
け
て
偲
は
め

(⑰

二
九
八
五

大
伴
家
持
)

車
持
千
年

の
歌
で
は
、
朝
な
ぎ
に

「千
重
波
」
が

「寄
せ
」
、
し
か
も
後

の
叙
述
に

「白
波

の

い
咲
き
巡

れ
る

住
吉
の
浜
」
と
あ

る

か
ら
、
こ
の

「千
重
波
」
は

「白
波
」
で
あ
ろ
う
。
ま
た
大
伴
家
持
の
歌
で
は
、
朝
な
ぎ
に

「白
波
」
が
寄

せ
て
い
る
。
た
だ
し

「渋

難

の
崎

の
荒
磯
」
に
打
ち
寄
せ
て
立

つ
波

で
あ
る
の
で
、
朝
な
ぎ
夕
な
ぎ
い
か
ん
に
関
わ
ら
ず
常
時
白
波
が
立

っ
て
い
る
と
い
う
現
実
で

は
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
差
し
引
く
と
し
て
も
、
表
現
と
し
て
は
、
二
例
と
も
に
、
朝
な
ぎ
に
寄
せ
る
白
波
を
歌

っ
て
、
ま
さ
に
当
該
万
葉

歌
と
共
通
す
る
。

し
か
し
こ
こ
で
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
こ
の
二
例
は
讃
歌
な
い
し
は
讃
歌
的
意
味
合

い
を
持

っ
た
歌
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

車

持
千
年
の
九
三

一
番
歌
は
、
難
波
行
幸
時
の
宮
廷
儀
礼
歌

で
あ
る
。
大
伴
家
持
の
三
九
八
五
番
歌
の
場
合
は
、

「二
上
山
賦
」
で
あ

っ

て
、
宮
廷
儀
礼
歌
で
は
な
い
が
、
朝
な
ぎ
夕
な
ぎ
に
寄
せ
る
白
波
と
潮
を
引
き
取

っ
て

「い
や
増
し
に

絶
ゆ
る
こ
と
な
く

古
ゆ

今

の
現
に

か
く
し
こ
そ

見
る
人
ご
と
に

か
け
て
偲
は
め
」
と
、
ま
さ
に
儀
礼
的
土
地
讃
歌
の
色
合
い
が
濃

厚
で
あ
る
。

こ
の
二
歌
に
詠
わ
れ
た
、
儀
礼
歌
な

い
し
は
土
地
讃
歌
と
し
て
の
性
格
を
付
与
さ
れ
た

「白
波
」
は
、
柿
本

人
麻
呂

の
吉
野
行
幸
歌

「
た
ぎ

つ
河
内
」

(①

二
八
、
三
九
。
た
だ
し
こ
の
歌
は
白
波
を
直
写
し
な
い
。
水
の
た
ぎ
ち
に
白
波
を
想
う
程
度
で
あ
る
)
を
先
駆
け
と
し
て
、
次

期

の
奈
良
時
代
に
な
る
と
、
「た
ぎ

つ
白
波
」

(⑥
九
〇
八
、
吉
野
行
幸
歌
、
笠
金
村
)、

「風
吹
け
ば
白
波
さ
わ
き
」

(⑥
九

一
七
、
紀
伊
国
行
幸

歌
、
山
部
赤
人
)
と
詠
い
継
が
れ
、
白
波
は
儀
礼
歌

の
中
で
、
土
地
を
讃
え
る
た
め
の
風
景
表
現

の
ひ
と

つ
と
な

っ
て
い
る
。

い
わ
ば
儀
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礼
歌
な

い
し
は
土
地
讃
歌

の
た
め
の
儀
礼
的
讃
歌
表
現
と
し
て
、

「白
波
」
が
構
想
さ
れ
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
意
味

で
、
讃
歌
な

い
し
讃
歌
的
性
格
を
有
す
る
千
年
の
九
三

一
番
歌
と
家
持
の
三
九
八
五
番
歌
は
、
当
該
歌
と
は
作
歌
環
境
を
大
き
く
異
に
し

た
歌

で
あ
り
、
同
じ
く
朝
な
ぎ
に
寄
せ
る
白
波
を
詠
ん
で
い
て
も
、
千
年
歌
お
よ
び
家
持
歌
と
当
該
歌
と
は
、
ひ
と

し
な
み
に
扱
う
こ
と

は
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
朝
な
ぎ

の
個
々
の
用
例
を
ひ
と

つ
ひ
と

つ
検
討
し
て
み
る
と
、
当
該
歌
に
お
け
る

「朝
な
ぎ
に
来
寄

る
白
波
」
と
い
う
表

現
は
、
さ
き
に

「や
や
特
殊
」
と
述
べ
た
が
、
「特
殊
」
と
言
い
直
し
て
よ
い
。

、

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
本
節

の
冒
頭
部
に
述
べ
た
こ
と
に
戻
れ
ば
、
当
該
万
葉
歌
と
当
該
刻
書
と
は

「朝
な

ぎ
に
来
寄

る
白
波
」

と
い
う
特
殊
な
表
現
を
通
し
て
、
親
密
に
結
び

つ
い
て
い
る
と
言

っ
て
よ
か
ろ
う
。

三

万
葉
集
の
類
歌

-

当
該
刻
書
出
現
の
意
義

1

で
は
当
該
万
葉
歌
と
当
該
刻
書
と
は
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
種

々
想
定
さ
れ
る
中

で
、
も

つ
と
も
直
接
的
な
両
者

の

関
係
は
、
当
該
刻
書
に
刻
ま
れ
た
歌
を
、
万
葉
集
が
採
集
収
録
し
た
と
見
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
万
葉
集

が
当
該
刻
書

か
ら
直
接

採
択

し
た
と
い
う
わ
け

で
は
な
く
、
刻
書
さ
れ
る
も
と
に
な

っ
た
歌
が
当
時
存
在
し
て

(多
分
口
諦
さ
れ
て
い
た
)
、

そ
れ
を
万
葉
集
が
採

択
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
万
葉
集
巻
七
の
所
収
歌

(柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌
集
所
出
歌
を
除
く
)
に
は
、
七
世

紀
後
半
の
歌
が
含
ま
れ
て
い
る
と

い
う

こ
と
に
な
る
。

万
葉
集
巻
七
は
そ
の
所
収
歌
の
ほ
と
ん
ど
が
作
者
未
詳

(不
明
)
歌
で
あ
り
、
そ
の
所
収
歌

の
作
歌
年
代
を
特
定

す
る
こ
と
は
容
易
で

は
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
個

々
の
具
体
的
な
事
象
の
積
み
重
ね
に
よ
る
考
察
の
結
果
、
巻
七
所
収
歌
の
作
歌
年
代
は
、
万

葉
第
三
期
か
ら
第
四
期
、

つ
ま
り
平
城
遷
都
以
降
の

「万
葉
後
期
」
の
歌
が
主
体
を
な
す
と
考
え
ら
れ
る

(前
稿

「各
歌
巻
所
収
歌
の
実
態
1
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巻
七
の
場
合
-
」
『萬
葉
集
編
纂
の
研
究
』
の
第

一
章
第

一
節
、
塙
書
房
、
二
〇
〇
二
年
二
月
)。

巻
七

の

「新
し
い
歌
」
(き
わ
め
て
大
雑
把
な
用
語
で
あ
る
が
、
「万
葉
後
期
」
の
歌
を
意
味
す
る
。
万
葉
集
作
者
未
詳
歌

の
新
古
に
言
及
す
る
場
合
、

遺
憾
な
が
ら
こ
の
程
度
の
大
雑
把
さ
が
有
効
性
を
持
つ
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
)
の
中
に
混
じ

っ
て
、
当
該
刻
書
の
よ
う
な

「古

い
歌
」

(「万

葉
前
期
」
の
歌
を
意
味
す
る
)
が
例
外
的
に
在

っ
て
も
問
題
は
な

い
が
、
他
に
も
古
い
歌

の
存
在
が
さ
ら
に
指
摘
さ
れ
、
そ
の
数
が
多
く
な

っ

た
場
合
、
巻
七
の
性
格
は
再
考
さ
れ
る
必
要
も
出
て
く
る
。
と
い
う

の
は
、
作
者
未
詳
歌
巻

(そ
の
所
収
歌
の
大
部
分
が
作
者
未
詳
歌
で
占
め

ら
れ
て
い
る
巻
)
は
、
巻
十
か
ら
巻
十
四
ま
で
に

一
括
配
置
さ
れ
て
い
る
中
に
あ

っ
て
、
巻
七
の
み
が
、
作
者
判
明
歌
巻
で
あ
る
巻
八
の

前

に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
見
解
も
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
巻
七
は
古
い
歌
を
中

心
と
し
て
編
ま
れ
た
作
者
未
詳
歌
巻
で
あ

っ
た
た
め
、
巻
十
以
降
の
、
新
し
い
歌
を
中
心
と
し
て
編
ま
れ
た
作
者

未
詳
歌
巻
と
は
離
し
て

配
列
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
想
定
も
可
能
に
な
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
本
稿
は
こ
う
し
た
想
定
に
賛
成
し
な
い
。
当
該
万
葉
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
巻
七

「讐
喩
歌
」
部
は
、
巻
十

一
・
巻
十

二

の
編
纂

の
も
と
に
な

っ
た
原
資
料
と
も
い
う
べ
き
、

一
大
作
者
未
詳
相
聞
歌
群

の
中
か
ら
、
編
者

の
判
断
に
基

づ
い
て
讐
喩
歌
が
抽
出

さ

れ
た
と
見
る
か
ら
で
あ
る

(「巻
七
讐
喩
歌
と
巻
十

一
・
巻
十
二
」
『萬
葉
集
編
纂
の
研
究
』
の
第
三
章
第

一
節
)。

つ
ま
り
巻
七
と
、
巻
十

一
・

へ

巻

十
二
と
の
問
に
、

(歌
の
内
容
も
、
作
歌
年
代
も
)
編
纂
資
料
と
し
て
の
隔
た
り
は
大
き
く
は
な

い
の
で
あ
る
。

本
節

の
冒
頭
で
述
べ
た

よ
う
な
、
当
該
万
葉
歌
と
当
該
刻
書
と
を
直
近
の
距
離
で
直
結
さ
せ
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
り
た
い
。

で
は
次
に
、
当
該
万
葉
歌
と
当
該
刻
書
と
の
間
に
、
類
歌
と
い
う
関
係
で
の
結
び

つ
き
を
想
定
す
る
見
方
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
結

論

を
先
に
述
べ
る
な
ら
、
本
稿
は
こ
の
見
方
に
賛
成
で
あ
る
。

な
お
、
万
葉
集
に
お
け
る

「類
歌
」
と
は
ど

の
よ
う
な
も

の
を
言
う
の
か
、

一
律
に
は
定
義
で
き
な
い
と
い
う

の
が
現
状
で
あ
る
。
例

え
ば
、
三
句
以
上
の
共
通
語
句
を
有
し
て
い
る
両
者

の
関
係
を

「類
歌
」
と
い
う
、
と
い
っ
た

一
定

の
基
準
を
設
け
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
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あ
ま

り
有
効
性
を
持
た
な
い
こ
と
も
多
い
。
二
句

の
共
通
語
句
を
有
し
て
い
る
だ
け
な
の
に
、
三
句

の
そ
れ
よ
り
も
、
関
係
の
親
密
度
が

高
い
場
合
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
の
も

つ
個
別
性
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
か
ら
で
あ
る
。
結
局
、

「両
者
が
あ
る
程
度

の
共
通
語

句
を
有
し
、
か

つ
用
語
、
発
想
、
歌
調
、
歌
の
骨
格
等
に
お
い
て
両
者

の
間
に
有
機
的
な
関
連
が
認
め
ら
れ
る
歌
」
と

い
う
程
度

の
曖
昧

な
基
準
と
な
る
。

さ

て
万
葉
集
所
収
歌
間
に
は
類
歌
関
係
に
あ
る
歌
が
き
わ
め
て
多

い
こ
と
は
周
知

の
事
実
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
類
歌

の
生
成

の
要
因

は
、

区
々
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
前
稿

「各
歌
巻
所
収
歌

の
実
態
i
巻
十

一
・
巻
十
二
の
場
合
、
類
歌
を
め
ぐ
っ
て
ー
」

(『萬
葉
集
編
纂
の
研
究
』

、

第

一
章
第
四
節
)
に
お
い
て
、
作
者
未
詳
歌
巻
と
し
て
の
典
型
的
な
様
相
を
呈
す
る
、
巻
十

一
と
巻
十
二
を
対
象

に
取
り
上
げ

て
、
所
収

歌
に
見
ら
れ
る
類
歌
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
な
お
、
巻
十

一
と
巻
十
二
は
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌
集
所
出
歌
と
出
典
不
明
歌
と
古
歌

集
所

出
歌

(巻
十

一
の
み
)
と
か
ら
な
る
。
で
は
両
巻
に
お
け
る
類
歌
の
実
態
を
具
体
的
に
見
て
み
よ
う

(「書
承
」
に
よ
っ
て
生
じ
た
類
歌

で
あ
る
場
合
も
想
定
し
て
原
文
で
掲
げ
る
)。

爬
藩

.係

.識
。

藻

犠

.
慨
.
堵

募

.劉

.

或
本
瞥

嚢

馨

葎

嚢

倍

(⑫
二
八
四
八

人
麻
呂
歌
集
略
体
歌
)

う
つ
つ
に
は

た
だ
に
は
あ
は
ず

い
め
に
だ
に

あ
ふ
と
み
え
こ
そ

わ
が
こ
ふ
ら
く
に

現

直

不
相

夢

谷

相

見
与

我

恋

国

(⑫
二
八
五
〇

人
麻
呂
歌
集
略
体
歌
)

う
つ
つ
に

は

あ
ふ
よ
し

も

な
し

い
め
に
だ
に

ま

な
く
み
え
き
み

こ
ひ

に
し
ぬ
べ
し

籍

者

相
縁
毛
無

夢

谷

間
無
見
君

恋
ホ
可
死

(⑪
二
五
四
四

出
典
不
明
歌
)

う

つ

つ

に

は

あ

ふ

よ

し

も

な

し

ぬ

ば

た

灘

の

よ

る

の

い

め

に

を

つ

ぎ

て

み

え

・

そ

都
伎
提
美
延
許
曽

(⑤
八
〇
七

大
伴
旅
人
)

宇
豆
都
仁
波

安
布
余
志
勿
奈
子

奴
婆
多
麻
能

用
流
能
伊
昧
仁
越

こ
の
四
首
の
歌
は
、
発
想
も
表
現
も
歌

の
骨
格
も
極
め
て
類
似
し
て
い
て
、
影
響
関
係
が
強
く
認
め
ら
れ
る
歌

で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目

さ
れ

る
の
は
、
人
麻
呂
歌
集
略
体
歌
間

(⑫
二
八
四
八
と
⑫
二
八
五
〇
)
に
も
類
歌
が
存
在
す
る
の
み
な
ら
ず
、
二
八
四
八
番
歌
に
は

「或

本
歌
」
と
い
う
異
伝
も
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
略
体
歌
自
体
が
広
く
流
布
し
、
さ
ら
に
言
う
な
ら
伝
諦
の
波
を
被

っ

て
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
こ
う
し
た
広
が
り
の
中
で
、
出
典
不
明
の
二
五
四
四
番
歌
が
成

っ
た
と
見
て
こ
そ
、

こ
れ
ら

一
連

の
類
歌
の
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存
在
が
無
理
な
く
理
解

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
な
お
、
巻
五
の
八
〇
七
番
の
大
伴
旅
人
の
歌
も
、

こ
う
し
た
広
が
り

の
中
に
お
い
て
考

え

る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
可
能
で
あ
る
が
、
旅
人
の
場
合
は
、
成
書
と
し
て
の
人
麻
呂
歌
集
の
中
か
ら
、
二
八
五
〇
番
の
略
体
歌
を
参
照
し

た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
旅
人
歌
の
表
現
は
、
略
体
歌
の
そ
れ
よ
り
も
、
出
典
不
明
の
二
五
四
四
番
歌

の
そ
れ
に
、
よ
り
近
い
。

ち
ぬ
の
う
み
の

は
ま
へ
の

こ
ま
つ

ね

ふ
か
め
て

わ
れ
こ
ひ
わ
た
る

ひ
と
の
こ
ゆ
ゑ
に

珍

海

浜
辺
小
松

根

深

吾
恋

度

人
子
妬

ち

ぬ

の
う
み

の

し
ほ

ひ

の

こ
ま
つ

ね

も

こ

ろ

に

こ
ひ
や

わ
た
ら
む

或
本
歌
日

血
沼
之
海
之

塩
干
能
小
松

根
母
己
呂
ホ

恋
屋

度

お
ほ
ぷ
ね

の

は
つ

る

と

ま

り

の

た
ゆ

た

ひ

に

も
の
も
ひ
や
せ

ぬ

ひ
と

の

こ

ゆ
ゑ

に

ち

大
船
之

泊
流
登
麻
里
能

絶
多
日
二

物
念
痩
奴

人
能
児
故
ホ

う
な
は
ら

の

み
ち

に

の
り
て
や

わ
が
こ
ひ
を
ら
む

お
ほ
ぶ
ね

の

ゆ

た

に

あ
る
ら
む

ひ
と
の

こ

ゆ

ゑ

に

海
原
乃

路
ホ

乗
哉

吾
恋
居

大
舟
之

由
多
ホ
将
有

人
児
由
恵
ホ

あ
し

ひ

き

の

や
ま
が
は
み
つ

の

お
と
に
い
で
ず

ひ
と
の
こ
ゆ
ゑ
に

こ
ひ
わ
た
る

か

も

足
檜
木
之

山
川
水
之

音

不
出

人
子

妬

恋

渡

青
頭
鶏

こ
の

一
連

の
類
歌
は
、

「人
の
子
ゆ
ゑ
に
」
と

い
う
表
現
が
共
通
し
て
い
る
。

(稲
岡
耕
二
著

『萬
葉
集
全
注
』
〔巻
第
十

一
〕
)
で
あ
る
が
、
弓
削
皇
子
、
古
歌
集
、

人
六
番

の
人
麻
呂
歌
集
略
体
歌
自
体
に
も
、

「或
本
」

も
、
あ
れ
か
ら
こ
れ

へ
と
言

っ
た
、

継

承
関
係
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

い
ま
二
つ
の
事
例
を
挙
げ
た
が
、
同
様
の
事
例
は
多
々
見
ら
れ
る
。

し
て
出
典
不
明
歌
が
万
葉
第
三
期
か
ら
四
期
に
か
け
て
の
作
と
考
え
て
、

以
上

の
開
き
が
あ
る
。

こ
の
長
い
期
間
に
渉

っ
て
、

類
歌
は
形
成
さ
れ
て
い

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

今
は
巻
十

一
と
巻
十
二
の
事
例
を
挙
げ
た
が
、
当
該
万
葉
歌

の
収
め
ら
れ
た
、

出
典
不
明
歌
と
い
う
幅
広
い
広
が
り
、

の
異
伝
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、

固
定
的
限
定
的
な
継
承
を
想
定
す
る
の
で
は
な
く
、

ひ
と
の
こ

ゆ
ゑ

に

人

児
故
ホ

(⑪
二
四
八
六

人
麻
呂
歌
集
略
体
歌
)

(②

一
二
二

弓
削
皇
子
)

(⑪
二
三
六
七

古
歌
集
)

(⑫
三
〇

一
七

出
典
不
明
歌
)

「人
麻
呂
歌
集
歌

の
影
響
を
受
け

て
作
ら
れ
た
も
の
」

さ
ら
に
は
二
四

こ
の

一
連

の
類
歌

の
形
成
に

つ
い
て

伝
調
流
布
と
い
っ
た
、

も

っ
と
広
範

で
柔
軟
な

人
麻
呂
歌
集
歌
が
天
武
朝
末
期
か
ら
持
統
朝
に
か
け
て
の
作
、
そ

こ
の
間
少
な
く
と
も
二
、
三
十
年
、
多
く
見
積
も
れ
ば
五
十
年

人
麻
呂
歌
集
歌
も
出
典
不
明
歌
も
伝
諦
流
布
と
い
う
広
範
な
享
受
の
過
程
を
経
て
、

巻
七

「讐
喩
歌
」
部
の
出
典
不
明
作
者
未
詳
歌
の
場
合
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も

こ
と
は
同
じ
で
あ
る
。
万
葉
集
に
お
け
る
、
類
歌

の
こ
う
し
た
あ
り
方
を
見
る
時
、
当
該
万
葉
歌
と
当
該
刻
書

と
の
関
係
も
、
伝
諦
流

布

の
過
程

の
中
で
生
じ
た
類
歌
で
あ

っ
た
と
考
え
る
の
が
、
最
も
無
理
の
な
い
判
断
と
言
え
よ
う
。
も

っ
と
も
、
伝
諦
流
布
と
い
う
過
程

に
お

い
て
生
じ
た
類
歌
関
係
で
あ
る
の
な
ら
、
こ
の
他
に
類
歌
が
あ

っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
反
論
も
当
然
な
が
ら
出
て
こ
よ

う
。
首
肯
す

べ
き
反
論
で
は
あ
る
が
、
今
は
、
歌
資
料
残
存

の
限
界
性
、
あ
る
い
は
讐
喩
歌
と
い
う
特
殊
性
に
、

そ
の
原
因
を
負
わ
せ
て

お

こ
う
。

さ

て
両
者

(当
該
万
葉
歌
と
刻
書
)
の
関
係
を
こ
の
よ
う
に
考
え
る
時
、
万
葉
集
類
歌
研
究
の
側
か
ら
、
こ
の
た
び
の
当
該
刻
書
出
現
の

へ

意
義
を
ど
の
よ
う
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
な
ん
と
い
っ
て
も
、
そ
の
刻
ま
れ
た
時
期
が
七
世
紀
後
半
と
特
定
で

き

る
刻
書

で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
き
に
巻
十

一
・
巻
十
二
の
出
典
不
明
歌
と
類
歌
関
係
に
あ
る
人
麻

呂
歌
集
歌
を
取
り
上
げ

て
種

々
考
察
を
し
た
が
、
厳
密
に
言
え
ば
、
そ
の
人
麻
呂
歌
集
歌
の
作
歌
時
期
は
必
ず
し
も
断
定
で
き
る
も

の
で
は
な
く
、
不
確
定
要
素

を
も
含
ん
で
い
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
時
期
の
特
定

で
き
る
、
そ
れ
も
七
世
紀
後
半
と

い
う

「古

い
」
時
期
の
当
該
刻
書
が
出
現
し
、

し
か
も
そ
の
刻
書
が
当
該
万
葉
歌
と
類
歌
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
万
葉
集
作
者
未
詳
歌
が
、
長
い
間

の
伝
諦
流
布
と
い
う
過
程
を

経

て
生
成
し
、
そ
し
て
万
葉
集
に
採
択
さ
れ
て
い
く
と

い
う
、
そ
の
ひ
と

つ
の
あ
り
方
を
、
よ
り
鮮
明
に
知
ら
し
め
て
く
れ
た
、
そ
こ
に

刻
書
出
現
の
意
義
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

お

わ

り

に

当
該
刻
書
の
よ
う
な
、
万
葉
歌
と
は
本
来
位
相
を
異
に
す
る
で
あ
ろ
う
も
の
を
、
同
じ
土
俵
に
載
せ
た
こ
と
に
、
な
お
問
題
は
残
る
と

思
う
。
し
か
し
、
不
安
定
要
素
は
残
る
も
の
の
、
今
見
て
き
た
よ
う
な
、
類
歌
生
成
の
あ
り
方
を
今

一
度
再
考
確
認
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

万
葉
歌
と
り
わ
け
作
者
未
詳
歌
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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附
記本

稿
の
骨
子
は

「萬
葉
集
の
編
纂
と
成
立
を
考
え
る
会
」
五
月
例
会

(二
〇

一
〇
年
五
月
九
日
、

貴
重
有
益
な
ご
意
見
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

、

亀

中
京
大
学
)

に
お

い
て
発
表

し
ま
し
た
。
席
上

、


